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第 1 章

概要

このガイドでは、Cisco Crosswork Planningをインストールするための要件とプロセスについて
説明します。Cisco Crosswork Planning Designおよび Cisco Crosswork Planning Collectorアプリ
ケーションの使用方法の詳細については、Cisco Crosswork Planning Design 7.0ユーザーガイド

およびCisco Crosswork Planning 7.0収集の設定と管理を参照してください。

ここでは、次の内容について説明します。

•対象読者 （1ページ）
• Cisco Crosswork Planningの概要 （1ページ）
• Cisco Crosswork Planningアプリケーション（2ページ）

対象読者
このガイドは、ネットワークにCiscoCrossworkPlanningをインストールしようとしている経験
豊富なネットワークユーザーおよびオペレータを対象としています。このマニュアルは、次に

関する知識があることを前提としています。

• Dockerコンテナの使用

• Pythonでのスクリプトの実行

• VMware vCenterを使用した OVFテンプレートの展開

• OVFツールを使用した展開

Cisco Crosswork Planningの概要
Cisco Crosswork Planningは、Cisco Crosswork infrastructure上で実行される、Cisco Crosswork
Network Automation製品スイートの一部です。

Cisco Crosswork Planningは、ネットワークとそのネットワーク上のトラフィック需要の継続的
なモニタリングと分析を通じて、現在のネットワークのモデルを作成および維持するための

ツールを提供します。このネットワークモデルには、トポロジ、設定、トラフィック情報な

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
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ど、特定の時点でのネットワークに関するすべての関連情報が含まれています。この情報は、

トラフィック要求、パス、ノードとリンクの障害、ネットワークの最適化、またはその他の変

更によるネットワークへの影響を分析するための基礎として使用できます。

Cisco Crosswork Planningの重要な機能の一部を次に示します。

•トラフィックエンジニアリングおよびネットワークの最適化：サービスレベル要件を満た
すように TE LSP設定を計算し、キャパシティ管理を実行し、ローカルまたはグローバル
の最適化を実行して、展開されたネットワークリソースの効率を最大化します。

•デマンドエンジニアリング：ネットワーク上のトラフィック需要の追加、削除、または変
更がネットワークトラフィックフローに与える影響を調べます。

•トポロジと予測分析：設計またはネットワーク障害によって引き起こされるネットワーク
トポロジの変更がネットワークパフォーマンスに与える影響を観察します。

• TEトンネルプログラミング：トンネルパスや予約帯域幅などのトンネルパラメータを変
更した場合の影響を調べます。

•サービスクラス（CoS）対応のオンデマンド帯域幅：既存のネットワークトラフィックと
需要を調べ、ルータ間で一連のサービスクラス固有の需要を許可します。

Cisco Crosswork Planningアプリケーション
Cisco Crosswork Planningは、次のサーバーコンポーネントで構成されます。各コンポーネント
は互いに独立して実行され、要件に基づいて有効化または無効化できます。

• Cisco Crosswork Planning Collector

Cisco Crosswork Planning Collectorは、ネットワークとそのネットワーク上のトラフィック
デマンドの継続的なモニタリングと分析を通じて、現在のネットワークのモデルを作成、

維持、およびアーカイブする一連のサービスで構成されます。このアプリケーションの詳

細については、Cisco Crosswork Planning 7.0収集の設定と管理を参照してください。

• Cisco Crosswork Planning Design

Cisco Crosswork Planning Designは、ネットワークエンジニアやオペレータがネットワーク
の成長を予測し、障害をシミュレートし、コストを最小限に抑えながらパフォーマンス目

標を達成するために設計を最適化するのに役立つネットワーク設計および計画ツールで

す。このアプリケーションの詳細については、Cisco Crosswork Planning Design 7.0ユーザー

ガイドを参照してください。

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
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第 2 章

インストール要件

ここでは、次の内容について説明します。

•プロファイル仕様（3ページ）
• VMware設定（4ページ）
• Cisco Crosswork Planning VMの要件（5ページ）
• IOS XRバージョンのサポート（7ページ）
•サポートされるWebブラウザ（8ページ）
•ポート要件（8ページ）

プロファイル仕様
次の表に、さまざまな機能に対するスケールのサポートの概要と、Cisco Crosswork Planningの
各プロファイルのハードウェア仕様を示します。

表 1 :プロファイル仕様

プロファイル 3プロファイル 2プロファイル 1パラメータ

スケールのサポート

60003000[1000]ネットワークデバイス

の総数

500002500010000インターフェイスの総

数

50000010000050000デマンドの総数

1000050002000ポリシーの総数（SR
および RSVP）

8

VPNサービスごとのエ
ンドポイント数：60

4

VPNサービスごとのエ
ンドポイント数：60

4

VPNサービスごとのエ
ンドポイント数：30

VPNの総数

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
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プロファイル 3プロファイル 2プロファイル 1パラメータ

ハードウェア要件

221VMの数

24 vCPU16 vCPU16 vCPUCPU

256 GB128 GB128 GBメモリ

2 TB1 TB1 TBディスク容量

個々のサービスのリソース使用率の設定を調整するプロビジョニングはありません。（注）

VMware設定
vCenterデータセンターが以下の要件を満たしていない場合は、仮想マシン（VM）を個別に展
開する必要があります。手動インストールの詳細については、vCenter vSphere UIを使用した
Cisco Crosswork Planningのインストール（18ページ）を参照してください。

•ハイパーバイザと vCenterのサポート対象：

• VMware vCenter Server 8.0（U2c以降）および ESXi 8.0（U2b以降）

• VMware vCenter Server 7.0（U3p以降）および ESXi 7.0（U3p以降）

•インストーラを実行するマシンは、Cisco Crosswork Planningをインストールする予定の
vCenterデータセンターに高速ネットワーク接続できる必要があります。

• Cisco Crosswork Planning VMは、ハイパースレッディングが無効になっているハードウェ
アでホストされている必要があります。

•プロファイル駆動型ストレージが vCenter管理者ユーザーによって有効になっていること
を確認します。vCenterのルートレベル（すべてのリソースに対する）での vCenterユー
ザーの権限をクエリします。

• Crossworkの管理およびデータネットワークに必要なネットワークをデータセンターで構
築および設定し、低遅延L2通信（RTTが 10ミリ秒以下の遅延）を許可する必要がありま
す。

• vCenterへのアクセスに使用するユーザーアカウントに次の権限があることを確認します。

• VM（プロビジョニング）：複製する VMで VMを複製します。

• VM（プロビジョニング）：ゲストオペレーティングシステムをカスタマイズする場
合は、VMまたは VMフォルダをカスタマイズします。

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
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• VM（インベントリ）：データセンターまたは VMフォルダの既存の VMから作成し
ます。

• VM（設定）：データセンターまたは VMフォルダに新しいディスクを追加します。

•リソース：接続先ホストのリソースプール、またはリソースプールにVMを割り当て
ます。

•データストア：接続先データストアまたはデータストアフォルダに領域を割り当てま
す。

•ネットワーク：VMを割り当てるネットワークを割り当てます。

•プロファイル駆動型ストレージ（クエリ）：この権限設定は、データセンターツリー
レベルのルートで許可する必要があります。

•また、vCenterストレージ制御を有効にすることを推奨します。

Cisco Crosswork Planning VMの要件
ここでは、Cisco Crosswork Planningを展開するためのVMごとのリソース要件について説明し
ます。

表 2 :ネットワークの要件

説明要件

実稼働環境への展開では、管理ネットワーク用とデータネットワーク

用のデュアルインターフェイスを使用することを推奨します。

最適なパフォーマンスを得るには、管理ネットワークとデータネット

ワークでは 10 Gbps以上（遅延は 10ミリ秒未満）で設定されたリン
クを使用する必要があります。

ネットワーク接続

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
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説明要件

4つの IPv4または IPv6アドレス：展開されるCiscoCrosswork Planning
ノードの管理およびデータ IPアドレスと、仮想 IP（VIP）アドレス
（1つは管理ネットワーク用、1つはデータネットワーク用）として
使用される 2つの追加 IPアドレス。

（注）

• CiscoCrosswork Planningはデュアルスタック構成をサポートして
いません。したがって、環境のすべてのアドレスは IPv4または
IPv6である必要があります。

• IPアドレスは、ネットワークのゲートウェイアドレスに到達で
きる必要があります。到達できない場合、インストールは失敗

します。

• IPv6を使用して展開する場合、IPv6対応のコンテナ/VMでイン
ストーラを実行する必要があります。

•この時点では、IPの割り当ては永続的であり、再展開しない限
り変更できません。詳細については、シスコカスタマーエクス

ペリエンスチームにお問い合わせください。

IPアドレス

Cisco Crosswork Planningは 2つのインターフェイスを持つ単一の VM
に展開されます。

• NICの数：2

• vNIC0：管理トラフィック（インタラクティブコンソールにアク
セスおよびサーバー間で制御/データ情報を渡す場合）。

• vNIC1：デバイスアクセストラフィック（デバイスアクセスお
よびデータ収集の場合）。

インターフェイス

使用する NTPサーバーの IPv4または IPv6アドレス、またはホスト
名。複数の NTPサーバを入力する場合は、それぞれをスペースで区
切ります。これらは、ネットワーク全体で Cisco Crosswork Planning
VMクロック、デバイス、クライアント、およびサーバーを同期する
ために使用するNTPサーバーと同じサーバーである必要があります。

インストールを試行する前に、NTPサーバーがネットワーク上で到達
可能であることを確認します。サーバーに到達できない場合、インス

トールは失敗します。

NTPサーバー（NTP
Server）

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
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説明要件

使用するDNSサーバーの IPv4または IPv6アドレス。これらは、ネッ
トワーク全体でホスト名を解決するために使用する DNSサーバーと
同じである必要があります。

インストールを試みる前に、DNSサーバーがネットワーク上で到達
可能であることを確認します。サーバーに到達できない場合、インス

トールは失敗します。

DNSサーバー

DNSサーバーで使用する検索ドメイン（cisco.comなど）。検索ドメ
インは 1つのみ設定できます。

DNS検索ドメイン

Cisco Crosswork Planningは、SCPを使用して、システムの設定を外部
サーバーにバックアップします。SCPサーバーのストレージ要件は若
干異なりますが、少なくとも 25 GBのストレージが必要です。

バックアップサーバ

インストールプロセスでは、VIP（仮想 IPアドレス）または FQDN
（完全修飾ドメイン名）を使用して VMにアクセスできます。

FQDNを使用する場合は、管理用に 1つ、データネットワーク用に 1
つ FQDNが必要です。

単一の VMに展開されている Cisco Crosswork Planningでは、デュア
ルスタック構成はサポートされていないため、導入環境に設定されて

いる FQDNアドレスはすべて IPv4または IPv6である必要がありま
す。

（注）

初期インストール時に FQDNを指定する場合は、VMの電源を投入
する前にDNSサーバーに FQDNを入力する必要があります。入力し
ないと、インストールスクリプトで環境のセットアップを完了でき

ません。

FQDN（オプション）

IOS XRバージョンのサポート
Cisco Crosswork Planningでは、次のCisco IOSXRソフトウェアのバージョンがサポートされて
います。

表 3 : IOS XRバージョンのサポート

バージョンでテスト済みデバイス

7.7.2、7.11.2、24.1.2、24.2.1SR-PCE

7.7.2、7.11.2、24.1.2、24.2.1XRv 9000

7.7.2、7.11.2、24.1.2、24.2.1ASR 9000

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
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バージョンでテスト済みデバイス

7.7.2、7.11.2、24.1.2、24.2.1NCS 5500

7.7.2、7.11.2、24.1.2、24.2.1NCS 540

7.7.2、7.11.2、24.1.2、24.2.1Cisco 8000シリーズルータ

サポートされるWebブラウザ
次の表は、Cisco Crosswork Planningでサポートされているブラウザバージョンの一覧です。

バージョンブラウザ

127以降Google Chrome

128以降Mozilla Firefox

ポート要件
次の TCPおよび UDPのポート番号は、データセンター管理者が展開した外部ファイアウォー
ルまたはアクセスリストのルールを通過できるようにする必要があります。

表 4 : Cisco Crosswork Planning展開で使用される内部ポート

用途プロトコルポート

GlusterFS（ポートマッパー）TCP/UDP111

Calico BGP（Kubernetes）TCP279

IPSecUDP500

Kubernetes etcdTCP2379/2380

IPSecUDP4500

kube-apiserver（Kubernetes）TCP6443

KubernetesメタモニターリングTCP9100

kubelet（Kubernetes）TCP10250

GlusterFSTCP24007

DockerレジストリTCP30606

WAEモデリングデーモン（WMD）[TCP]30742

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
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用途プロトコルポート

OPM/RPC[TCP]30744

NetFlowパケットUDP31210

GlusterFSTCP49152:49370

表 5 :管理ネットワーク上の Cisco Crosswork Planning展開で使用されるポート

方向用途プロトコルポート

着信インストールのモニタ

リング（Cisco
Crosswork Planning）

TCP30602

着信Cisco Crosswork
Planning Webユーザー
インターフェイス

（NGINXサーバーは
ポート 443でセキュア
な接続をリッスンしま

す）

TCP30603

発信ICMPを使用したエン
ドポイントの検出

TCP/UDP7

発信管理対象デバイスとの

SSH接続の開始
TCP22

着信リモート SSH接続TCP22

発信DNSへの接続TCP/UDP53

発信ネットワークタイム

プロトコル（NTP）
UDP123

発信NETCONFの開始TCP830

表 6 :デバイスネットワーク上の Cisco Crosswork Planning展開で使用されるポート

方向用途プロトコルポート

発信SNMPコレクタUDP161

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
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方向用途プロトコルポート

着信FTP（データインター
フェイスでのみ使用可

能）。ファイル転送に

使用される追加ポート

は、31121（TCP）、
31122（TCP）、およ
び 31123（TCP）で
す。

このポートは、サポー

ト対象アプリケーショ

ンが Cisco Crosswork
にインストールされ、

FTP設定が有効になっ
ている場合にのみ使用

できます。

TCP30621

着信SFTP（データインター
フェイスでのみ使用可

能）

このポートは、サポー

ト対象アプリケーショ

ンが Cisco Crosswork
にインストールされ、

SFTP設定が有効に
なっている場合にのみ

使用できます。

TCP30622

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
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第 3 章

Cisco Crosswork Planningのインストール

この章では、Cisco Crosswork Planningを単一のVMまたはノードにインストールするプロセス
について説明します。単一の VMベースのソリューションでは、Cisco Crosswork Platform
Infrastructure、Cisco Crosswork Planningインフラストラクチャ、Cisco Crosswork Planning Design
および Cisco Crosswork Planning Collectorアプリケーションが単一の OVAイメージにバンドル
されています。インストール手順を完了すると、すべてのコンポーネントがデフォルトでマシ

ンにインストールされます。

• Cisco Crosswork Platform Infrastructureは、マイクロサービスベースのプラットフォームで
あり、Crossworkアプリケーションの実行に必要な基盤となります。

• Cisco Crosswork Planning Collectorは、現在のネットワークのモデルを作成、維持、および
アーカイブするための一連のマイクロサービスを提供します。

• Cisco Crosswork Planning Designは、ネットワークの計画、設計、および可視化のための一
連のマイクロサービスを提供します。

• Cisco Crosswork Planning Infrastructureは、スマートライセンスおよびアーカイブサービス
を管理するための一連のマイクロサービスを提供します。

ここでは、次の内容について説明します。

•インストールの概要（11ページ）
•インストールパラメータ（12ページ）
• vCenter vSphere UIを使用した Cisco Crosswork Planningのインストール（18ページ）
• OVFツールによる Cisco Crosswork Planningのインストール（26ページ）
• Dockerインストーラツールを使用した Cisco Crosswork Planningのインストール（29ペー
ジ）

•コレクタ設定の移行（34ページ）

インストールの概要
Cisco Crosswork Planningは次の方法でインストールできます。

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
11



• vCenter vSphereUI：詳細については、vCenter vSphereUIを使用したCiscoCrosswork Planning
のインストール（18ページ）を参照してください。

• OVFツール：詳細については、OVFツールによる Cisco Crosswork Planningのインストー
ル（26ページ）を参照してください。

• Dockerインストーラツール：詳細については、Dockerインストーラツールを使用したCisco
Crosswork Planningのインストール（29ページ）を参照してください。

この方法は、インストールに vCenterUIまたはOVFツールを使用
する方法と比較して推奨されません。

（注）

インストールパラメータ
ここでは、Cisco Crosswork Planningのインストール時に指定する必要がある重要なパラメータ
について説明します。表に記載されている各パラメータに指定する関連情報があることを確認

します。

Cisco Crosswork Planningビルドファイルに付属する最新のテンプレートファイルを使用しま
す。

注目

表 7 :一般的なパラメータ

説明パラメータ名

vCenterの Crosswork VMイメージの名前。

この値は、インストーラツールの実行時にオプション

として設定されるため、テンプレートファイルで設定

する必要はありません。

Cw_VM_Image

IPスタックプロトコル：IPv4または IPv6ClusterIPStack

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
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説明パラメータ名

要件に応じてカスタムプロファイルを作成します。

Cisco Crosswork Planningでは、次の 2つのプロファイ
ルがサポートされています。

vm_sizes = {
"Small" = {
vcpus = 16,
cpu_reservation = 24000,
memory = 128000

},
"Large" = {
vcpus = 24,
cpu_reservation = 32000,
memory = 256000

}
}

vm_sizes

仮想マシンに割り当てられた仮想 CPUインスタンス
の数。

vcpu

仮想マシンに保証された最小 CPUリソースの割り当
て。

cpu_reservation

仮想マシンのメモリ割り当て量。memory

Crosswork VMの管理仮想 IP。ManagementVIP

CrossworkVMの管理仮想 IPの名前。これはDNS名を
介して Crossworkの管理 VIPに到達するために使用さ
れるオプションのパラメータです。このパラメータを

使用する場合、対応する DNSレコードが DNSサー
バーに存在する必要があります。

ManagementVIPName

ドット付き 10進形式の管理 IPサブネット（IPv4また
は IPv6）。

ManagementIPNetmask

管理ネットワーク上のゲートウェイIP（IPv4または
IPv6）。アドレスは到達可能である必要があります。
そうでない場合、インストールは失敗します。

ManagementIPGateway

Crosswork VMのデータ仮想 IP。DataVIP

CrossworkVMのデータ仮想 IPの名前。これはDNS名
を介して Crossworkのデータ VIPに到達するために使
用されるオプションのパラメータです。このパラメー

タを使用する場合、対応する DNSレコードが DNS
サーバーに存在する必要があります。

DataVIPName

ドット付き 10進形式のデータ IPサブネット（IPv4ま
たは IPv6）。

DataIPNetmask

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
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説明パラメータ名

データネットワーク上のゲートウェイ IP（IPv4または
IPv6）。アドレスは到達可能である必要があります。
そうでない場合、インストールは失敗します。

DataIPGateway

DNSサーバーの IPアドレス（IPv4または IPv6）。ア
ドレスは到達可能である必要があります。そうでない

場合、インストールは失敗します。

DNS

VMに使用されるドメイン名。DomainName

kubernetesサービスネットワークのネットワークアド
レス。デフォルトでは、CIDR範囲は「/16」固定で
す。

K8sServiceNetwork

kubernetesポッドネットワークのネットワークアドレ
ス。デフォルトでは、CIDR範囲は「/16」固定です。

K8sPodNetwork

Cisco Crossworkにログインするためのパスワード。

強力なVMパスワード（大文字と小文字、数字、最低
1つの特殊文字を含む 8文字の長さ）を使用します。
ディクショナリの単語に類似したパスワード

（「Pa55w0rd!」など）や関連する単語に類似したパス
ワード（C!sco123やCwork321!など）の使用は避けて
ください。類似パスワードは基準を満たしています

が、脆弱であり、許可されないため、VMのセットアッ
プに失敗します。

CWPassword

VMのサイズ。目的のプロファイルに応じて、[小規模
（Small）]または [大規模（Large）]を選択できます。

VMSize

NTPサーバーのアドレスまたは名前。アドレスは到達
可能である必要があります。そうでない場合、インス

トールは失敗します。

NTP

構成マニフェストスキーマのバージョンこれは、この

テンプレートで使用するインストーラのバージョンを

示します。

スキーマのバージョンは、cisco.comのインストーラ
ツールのサンプルテンプレートによってパッケージ化

されるバージョンに対応している必要があります。テ

ンプレートの要件はリリースごとに変更される可能性

があるため、常に、展開するリリースで提供されるデ

フォルトのテンプレートから新しいテンプレートを作

成する必要があります。

SchemaVersion
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説明パラメータ名

Crossworkノードのデータディスクサイズを指します
（GB単位）。これはオプションのパラメータであり、
明示的に指定されない場合、デフォルト値は 450です
（有効な範囲は 450〜 8000）。

別の値が推奨されない限り、デフォルト値を使用して

ください。

ManagerDataFsSize

実稼働の展開では「false」に設定します。ThinProvisioned

ログパーティションサイズ（ギガバイト単位）。最小

値は 20 GB、最大値は 1,000 GBです。

空白のままにすると、デフォルト値（20 GB）が選択
されます。

LogFsSize

バックアップパーティションのサイズとして使用され

る、データディスク容量の最小パーセンテージ。デ

フォルト値は 50です（有効な範囲は 1〜 80）。

別の値が推奨されない限り、デフォルト値を使用して

ください。

（注）

最終的なバックアップパーティションサイズは動的

に計算されます。このパラメータは最小値を定義しま

す。

BackupMinPercent

VMCPUおよびメモリプロファイルの予約の適用を決
定します。これはオプションのパラメータであり、明

示的に指定されない場合、デフォルト値はtrueです。

trueに設定すると、VMのリソースが独占的に提供さ
れます。この状態では、CPUコア、メモリ、または
CPUサイクルが不十分な場合、インストールに失敗し
ます。

falseに設定すると（ラボインストールの場合にのみ

設定）、VMのリソースはベストエフォートで提供さ
れます。この状態では、不十分なCPUコアがパフォー
マンスに影響を与えたり、インストールが失敗したり

する可能性があります。

EnableHardReservations
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説明パラメータ名

RAMディスクのサイズ。

このパラメータはラボインストールのみに使用されま

す（値は2以上にする必要があります）。RAMDiskSize

にゼロ以外の値が指定されている場合、HSDatastore

値は使用されません。

RamDiskSize

正常にインストールするには、「True」に設定する必
要があります。「True」にすることで、リソース割り
当ての問題につながる可能性がある、Cisco Crosswork
Planningの不要なインフラストラクチャサービスが自
動的にインストールされなくなります。

空白のままにすると、デフォルト値（「False」）が選
択されます。

EnableSkipAutoInstallFeature

ポッドの最小のリソース予約を強制します。

空白のままにすると、デフォルト値（「True」）が選
択されます。

EnforcePodReservations

タイムゾーンを入力します。入力は、標準の IANAタ
イムゾーン（「America/Chicago」など）です。

空白のままにすると、デフォルト値（UTC）が選択さ
れます。

これは省略可能なパラメータです。

Timezone

デフォルトのアプリケーションリソースプロファイ

ル。これは空白（""）のままにできます。
DefaultApplicationResourceProfile

インフラストラクチャポッドのリソースプロファイ

ル。空白のままにすると、リソースプロファイルはデ

フォルトで展開のVMプロファイルになります（推奨
オプション）。

DefaultInfraResourceProfile

「True」に設定します。IgnoreDiagnoticsCheckFailure

表 8 : VMパラメータ

説明パラメータ名

VMの名前VMName

VMのタイプを示します。[ハイブリッド（Hybrid）]を選択しま
す。

NodeType

VMの管理 IPアドレス（IPv4または IPv6）。ManagementIPAddress

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
16

Cisco Crosswork Planningのインストール

インストールパラメータ



説明パラメータ名

VMのデータ IPアドレス（IPv4または IPv6）。DataIPAddress

表 9 : VMwareテンプレートのパラメータ

説明パラメータ名

vCenter IPまたはホスト名。VCenterAddress

vCenterにログインするために必要なユーザー名。VCenterUser

vCenterにログインするために必要なパスワード。VCenterPassword

使用するデータセンターリソースの名前。

例：DCname = "cp"

DCname

VMの管理インターフェイスに接続する vCenterネットワークの名
前。

このネットワークは VMwareにすでに存在している必要がありま
す。存在しない場合、インストールは失敗します。

MgmtNetworkName

VMのデータインターフェイスに接続する vCenterネットワークの
名前。

このネットワークは VMwareにすでに存在している必要がありま
す。存在しない場合、インストールは失敗します。ただし、管理

インターフェイスのみを使用する単一の NICのインストールの場
合は、DataNetworkName = ""を指定する必要があります。

DataNetworkName

ESXiホストまたはリソースによってホストされる VMの ID。HostedCwVMs

VMが展開される ESXiホストまたは vCenter VM/リソースグルー
プの名前「のみ」。

第 1のオプションは、ホストの IPまたは名前を使用することです
（すべてのホストがデータセンターの下にある必要があります）。

ホストがデータセンター内の VMの下にある場合は、VM名のみ
を指定します（その VM内のすべてのホストが選択されます）。

第 2のオプションは、リソースグループを使用することです。こ
の場合は、フルパスを指定する必要があります。

例：Host = "Main infrastructure/Resources/00_trial"

ホスト（Host）
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説明パラメータ名

このホストまたはリソースグループで使用可能なデータストア名。

第 1のオプションは、ホストの IPまたは名前を使用することで
す。第2のオプションは、リソースグループを使用することです。

例：Datastore =

"SDRS-DCNSOL-prodexsi/bru-netapp-01_FC_Prodesx_ds_15"

Datastore

このホストまたはリソースグループで使用可能な高速データスト

ア。

vCenterサーバーに別の高速データストアがある場合は、その高速
データストアの名前に設定する必要があります。vCenterサーバー
で高速データストアのみを使用する場合は、DatatoreとHSDatastore
の両方を同じ名前に設定できます。

注：CiscoCrossworkPlanningでは、高速データストアの使用が必須
です。

HSDatastore

vCenter vSphere UIを使用した Cisco Crosswork Planningの
インストール

このトピックでは、vCenterユーザーインターフェイスを使用して単一のVMにCiscoCrosswork
Planningを展開する方法について説明します。

これは、単一の VMに Cisco Crosswork Planningをインストールする場合に推奨される方法で
す。

手順

ステップ 1 使用可能な最新の Cisco Crosswork Planningイメージファイル（*.ova）をシステムにダウンロードしま
す。

ステップ 2 VMware ESXiを実行して VMware vSphere Webクライアントにログインします。左側のナビゲーション
ウィンドウで、VMを展開する ESXiホストを選択します。

ステップ 3 vSphere UIで、[ホスト（Host）] > [設定（Configure）] > [ネットワーキング（Networking）] > [仮想ス
イッチ（Virtual Switches）]に移動し、VMの UIにアクセスするために使用する管理ネットワークの仮
想スイッチを選択します。仮想スイッチで、[編集（Edit）] > [セキュリティ（Security）]を選択し、次
の DVSポートグループプロパティを構成します。

• [プロミスキャスモード（Promiscuous mode）]を [拒否（Reject）]に設定します

• [MACアドレスの変更（MAC address changes）]を [拒否（Reject）]に設定します
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設定を確認し、データネットワークに使用される仮想スイッチに対してプロセスを繰り返します。

ステップ 4 ネットワーク設定が要件を満たしていることを確認します。

管理ネットワークとデータネットワークに使用するネットワークがホストに接続されていることを確認

します。シスコエクスペリエンスチームに連絡してサポートを受けてください。

ステップ 5 [アクション（Actions）] > [OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]を選択します。

注意

デフォルトの VMware vCenterの展開タイムアウトは 15分です。展開中に vCenterがタイムアウトする
と、結果として VMはブート不可能になります。これを防ぐには、選択内容（IPアドレス、ゲートウェ
イ、DNSサーバーなど）を文書化し、情報をすばやく入力して、VMware構成の問題を回避できるよう
にすることをお勧めします。

ステップ 6 VMwareの [OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]ウィンドウが表示され、最初の手順の [1
- OVFテンプレートを選択（1 - Select an OVF template）]が強調表示されます。[ファイルの選択（Choose
Files）]をクリックし、OVAイメージファイルをダウンロードした場所に移動してファイルを選択しま
す。選択すると、ファイル名がウィンドウに表示されます。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。[OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]ウィンドウが更
新され、[2 -名前とフォルダの選択（2 - Select a name and folder）]が強調表示されます。名前を入力し、
作成する Cisco Crosswork Planning VMごとのデータセンターを選択します。

Cisco Crosswork Planningのバージョンとビルド番号を名前に含めることを推奨します（Cisco Crosswork
Planning 7.0 Build 152など）。

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。[OVFテンプレートの展開（DeployOVFTemplate）]ウィンドウが更新
され、[3-コンピューティングリソースの選択（3 - Select a compute resource）]が強調表示されます。Cisco
Crosswork Planning VMのホストを選択します。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。VMware vCenter Serverが OVAを検証します。検証にかかる時間は
ネットワーク速度によって決まります。検証が完了すると、[OVFテンプレートの展開（Deploy OVF
Template）]ウィンドウが更新され、[4 -レビューの詳細（4 - Review details）]が強調表示されます。

ステップ 10 展開する OVFテンプレートを確認します。この情報は OVFから収集され、変更できないことに注意し
てください。

（注）

[製品（Product）]フィールドに「CiscoCrossworkNetworkAutomation」と表示されている場合でも、イン
ストール手順が完了すると、アプリケーション UIでは製品が「Cisco Crosswork Planning」と表示されま
す。「Cisco Crosswork Network Automation」という用語は、Crossworkポートフォリオのすべての製品に
広く使用されています。

（注）

詳細な設定オプションを含むOVFパッケージや、信頼できる証明書に関するアラートが表示される場合
があります。それらは一般的なアラートなので、[無視（Ignore）]オプションを選択しても問題ありませ
ん

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。[OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]ウィンドウが更
新され、[5 -ライセンス契約（5 - License agreements）]が強調表示されます。エンドユーザーライセンス
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契約を確認し、同意する場合は [すべてのライセンス契約に同意する（I accept all license agreements）]
チェックボックスをオンにします。同意しない場合は、シスコエクスペリエンスチームに連絡してサ

ポートを受けてください。

ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックします。[OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]ウィンドウが更
新され、[6 -設定（6 - Configuration）]が強調表示されます。目的の展開設定を選択します。

重要

単一の VM展開の場合、サポートされる構成は、2つの NICを使用する IPv4ネットワークと IPv6ネッ
トワークです。

図 1 :展開設定の選択

ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックします。[OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]ウィンドウが更
新され、[7 -ストレージの選択（7 - Select Storage）]が強調表示されます。[仮想ディスク形式の選択
（Select virtual disk format）]ドロップダウンリストから、該当するオプションを選択します。テーブル
から、使用するデータストアを選択し、そのプロパティを確認して、使用可能なストレージが十分にあ

ることを確認します。
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図 2 :ストレージの選択

（注）

実稼働展開の場合は、[シックプロビジョニング（Eager Zeroed）（Thick Provision Eager Zeroed）]オプ
ションを選択します。これにより、ディスク容量が事前に割り当てられ、最高のパフォーマンスが得ら

れます。ラボで使用する場合は、ディスク容量を節約するため、[シンプロビジョニング（ThinProvision）]
オプションを推奨します。

ステップ 14 [次へ（Next）]をクリックします。[OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]ウィンドウが更
新され、[8 -ネットワークの選択（8 - Select networks）]が強調表示されます。[接続先ネットワーク
（Destination Network）]ドロップダウンリストから、管理ネットワークとデータネットワークに対する
適切なネットワークを選択します。
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図 3 :展開設定の選択

重要

管理ネットワークと NBIネットワークはデフォルト値のままにします。

ステップ 15 [次へ（Next）]をクリックします。[OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]ウィンドウが更
新され、[9 -テンプレートのカスタマイズ（9 - Customize template）]が強調表示されます。

a) [管理ネットワーク（Management Network）]の設定を展開します。IPv4または IPv6の展開の情報を
入力します（選択に応じて）。

b) [データネットワーク（Data Network）]設定を展開します。IPv4または IPv6の展開の情報を入力し
ます（選択に応じて）。
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図 4 :テンプレート設定のカスタマイズ

c) [ログイン情報の展開（Deployment Credentials）]の設定を展開します。[VMユーザー名（VM
Username）]と [パスワード（Password）]に該当する値を入力します。

（注）

強力な VMパスワード（大文字と小文字、数字、最低 1つの特殊文字を含む 8文字の長さ）を使用
します。ディクショナリの単語や関連する単語に類似したパスワードの使用は避けてください（例：

「Pa55w0rd!」）。類似パスワードは基準を満たしていますが、脆弱であり、許可されないため、VM
のセットアップに失敗します。

d) [DNSサーバーとNTPサーバー（DNS and NTP Servers）]の設定を展開します。展開の設定（IPv4ま
たは IPv6）に応じて、表示されるフィールドは異なります。次の 3つのフィールドに情報を入力し
ます。

• [DNS IPアドレス（DNS IP Address）]：Cisco Crossworkサーバーで使用する DNSサーバーの IP
アドレス。IPアドレスが複数ある場合はスペースで区切ります。

• [DNS検索ドメイン（DNS Search Domain）]：DNS検索ドメインの名前。

• [NTPサーバー（NTP Servers）]：使用するNTPサーバーの IPアドレスまたはホスト名。IPまた
はホスト名が複数ある場合はスペースで区切ります。
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（注）

DNSサーバーとNTPサーバーは、ホストにマッピングしたネットワークインターフェイスを使用し
て到達可能である必要があります。そうしないと、VMの設定が失敗します。

e) [Disk Configuration]のデフォルト設定は、ほとんどの環境で機能します。シスコカスタマーエクス
ペリエンスチームから指示された場合にのみ、設定を変更してください。

f) [Crossworkの設定（Crosswork Configuration）]を展開し、免責事項のテキストを入力します（ユー
ザーが CLIにログインすると、このテキストが表示されます）。

g) [Crossworkクラスタの設定（CrossworkCluster Configuration）]を展開します。次のフィールドに該当
する値を入力します。

• [VMタイプ（VM Type）]： [ハイブリッド（Hybrid）]を選択します。

• [クラスタシードノード（Cluster Seed Node）]：[True]を選択します。

• [Crosswork Management Cluster Virtual IP]：管理仮想 IPアドレスと管理仮想 IP DNS名を入力しま
す。

• [Crosswork Data Cluster Virtual IP]：データ仮想 IPアドレスとデータ仮想 IP DNS名を入力しま
す。

• [初期ノード数（Initial node count）]：1に設定します。

• [初期リーダーノード数（Initial leader node count）]：1に設定します。

• [VMの場所（Location of VM）]：VMの場所を入力します。
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• [インストールタイプ（InstallationType）]：単一のVM展開には適用されません。いずれのチェッ
クボックスもオンにしないでください。

• [自動インストールのスキップ機能の有効化（Enable Skip Auto Install Feature）]：[True]に設定し
ます。

• [失敗の診断を無視しますか（IgnoreDiagnose Failure?）]：デフォルト値（False）を使用します。

• [診断スクリプトチェックの実行を有効にしますか（Enable Diagnostics Script Check Run?）]：デ
フォルト値（False）を使用します。

• [デフォルトのアプリケーションリソースプロファイル（Default ApplicationResource Profile）]：
デフォルト値（空）を使用します。

• [デフォルトのインフラリソースプロファイル（Default Infra Resource Profile）]：デフォルト値
（空）を使用します。

• [自動アクションマニフェスト定義（AutoActionManifestDefinition）]：デフォルト値（空）を使
用します。

ステップ 16 [次へ（Next）]をクリックします。[OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]ウィンドウが更
新され、[10 -完了の準備（10 - Ready to Complete）]が強調表示されます。

ステップ 17 設定を確認し、展開を開始する準備ができたら [終了（Finish）]をクリックします。展開が完了するまで
待ってから続行します。展開ステータスを確認するには、次の手順を実行します。

a) VMware vCenterクライアントを開きます。
b) ホスト VMの [最近のタスク（Recent Tasks）]タブに、[OVFテンプレートの展開（Deploy OVF

template）]ジョブと [OVFパッケージのインポート（Import OVF package）]ジョブのステータスを表
示します。

ステップ 18 展開が完了したら、VMを右クリックし、 [設定の編集（Edit Settings）]を選択します。[設定の編集（Edit
Settings）]ダイアログボックスが表示されます。[仮想ハードウェア（Virtual Hardware）]タブで、プロ
ファイル要件に基づいて以下の属性を更新します。

• CPU：16（小規模プロファイルの場合）または 24（大規模プロファイルの場合）に変更します。

•メモリ：128GB（小規模プロファイルの場合）または256GB（大規模プロファイルの場合）に変更
します。

[OK]をクリックして変更を保存します。

ステップ 19 CiscoCrossworkPlanningVMの電源を入れます。電源を投入するには、ホストのエントリを展開し、[Cisco
CrossworkPlanningVM]をクリックして、[アクション（Actions）]> [電源（Power）]> [電源投入（Power
On）]の順に選択します。

VMの作成にかかる時間は、展開プロファイルのサイズとハードウェアのパフォーマンス特性によって
異なります。
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OVFツールによる Cisco Crosswork Planningのインストー
ル

このトピックでは、OVFツールを使用して単一の VMに Cisco Crosswork Planningを展開する
方法について説明します。要件に応じて、スクリプトの必須パラメータまたは任意のパラメー

タのリストを変更し、OVFツールを実行する必要があります。

このトピックで言及されているファイル名はサンプル名であり、cisco.comの実際のファイル名
とは異なる場合があります。

（注）

SSHで Cisco Crosswork Planning VMにログインするには、次の手順を実行します。

始める前に

• vCenterデータセンターで、[ホスト（Host）] > [設定（Configure）] > [ネットワーキング
（Networking）] > [仮想スイッチ（Virtual Switches）]に移動し、仮想スイッチを選択しま
す。仮想スイッチで、[編集（Edit）] > [セキュリティ（Security）]を選択し、次の DVS
ポートグループプロパティを次のようにします。

• [プロミスキャスモード（Promiscuous mode）]を [拒否（Reject）]に設定します

• [MACアドレスの変更（MAC address changes）]を [拒否（Reject）]に設定します

設定を確認し、Cisco Crosswork Planningで使用される仮想スイッチごとにこのプロセスを
繰り返します。

• OVFツールバージョン 4.4以降を使用していることを確認します。

手順

ステップ 1 OVFツールがインストールされているマシンで、次のコマンドを使用して、OVFツールバージョン 4.4が
あることを確認します。

ovftool --version

ステップ 2 スクリプトファイル（以下の例を参照）を作成し、ターゲット環境に応じて関連情報（IPアドレス、ゲー
トウェイ、ネットマスク、パスワード、VCENTER_PATHなど）を指定します。
cat cp_install.sh
#!/usr/bin/env bash
Host="X.X.X.X"
DM="thick"
DS="DS36"
Deployment="cw_ipv4"
DNSv4="10.10.0.99"
NTP="ntp.cisco.com"
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Timezone="US/Pacific"
EnforcePodReservations="True"
EnableSkipAutoInstallFeature="False"
Domain="cisco.com"
Disclaimer="ACCESS IS MONITORED"
VM_NAME="cp"
DataNetwork="DataNet"
ManagementNetwork="MgmtNet"
DataIPv4Address="x.x.x.x"
DataIPv4Gateway="x.x.x.x"
DataIPv4Netmask="x.x.x.x"
ManagementIPv4Address="x.x.x.x"
ManagementIPv4Gateway="x.x.x.x"
ManagementIPv4Netmask="x.x.x.x"
K8sServiceNetworkV4="10.75.0.0"
K8sPodNetworkV4="10.225.0.0"
Password="CLI Password"
Username="cw-admin"
ManagementVIP="x.x.x.x"
DataVIP="x.x.x.x"
VMType="Hybrid"
IsSeed="True"
InitNodeCount="1"
InitMasterCount="1"

CP_OVA_PATH=$1

VCENTER_LOGIN="Administrator%40vsphere%2Elocal:password%40123%21@vCenter_IP"
VCENTER_PATH="DC1/host"

ovftool --version
ovftool --acceptAllEulas --skipManifestCheck --X:injectOvfEnv -ds=$DS \
--numberOfCpus:"*"=24 --viCpuResource=:32000: \
--memorySize:"*"=256000 --viMemoryResource=:256000: \
--diskMode=$DM --overwrite --powerOffTarget --powerOn --noSSLVerify \
--allowExtraConfig \
--deploymentOption=$Deployment \
--prop:"DNSv4=${DNSv4}" \
--prop:"NTP=${NTP}" \
--prop:"Timezone=${Timezone}" \
--prop:"EnforcePodReservations=${EnforcePodReservations}" \
--prop:"EnableSkipAutoInstallFeature=${EnableSkipAutoInstallFeature}" \
--prop:"Domain=${Domain}" \
--prop:"Disclaimer=${Disclaimer}" \
--name=$VM_NAME \
--net:"Data Network=${DataNetwork}" \
--net:"Management Network=${ManagementNetwork}" \
--prop:"DataIPv4Address=${DataIPv4Address}" \
--prop:"DataIPv4Gateway=${DataIPv4Gateway}" \
--prop:"DataIPv4Netmask=${DataIPv4Netmask}" \
--prop:"ManagementIPv4Address=${ManagementIPv4Address}" \
--prop:"ManagementIPv4Gateway=${ManagementIPv4Gateway}" \
--prop:"ManagementIPv4Netmask=${ManagementIPv4Netmask}" \
--prop:"K8sServiceNetworkV4=${K8sServiceNetworkV4}" \
--prop:"K8sPodNetworkV4=${K8sPodNetworkV4}" \
--prop:"CWPassword=${Password}" \
--prop:"CWUsername=${Username}" \
--prop:"ManagementVIP=${ManagementVIP}" \
--prop:"DataVIP=${DataVIP}" \
--prop:"VMType=${VMType}" \
--prop:"IsSeed=${IsSeed}" \
--prop:"InitNodeCount=${InitNodeCount}" \
--prop:"InitMasterCount=${InitMasterCount}" \
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$CP_OVA_PATH \
vi://$VCENTER_LOGIN/$VCENTER_PATH/$Host

（注）

小規模プロファイルと大規模プロファイルの推奨 CPUパラメータは次のとおりです。

•小規模プロファイル：
--numberOfCpus:"*"=16 --viCpuResource=:24000: \
--memorySize:"*"=128000 --viMemoryResource=:128000: \

•大規模プロファイル：
--numberOfCpus:"*"=24 --viCpuResource=:32000: \
--memorySize:"*"=256000 --viMemoryResource=:256000: \

ステップ 3 cisco.comから OVAおよびインストールスクリプトをダウンロードします。この手順では、
signed-cw-na-planning-7.0.0-85-release700-240823というファイル名を使用します。

次のコマンドを使用して、tarバンドルからファイルを抽出します。
tar -xvzf signed-cw-na-planning-7.0.0-85-release700-240823.ova

OVAが抽出されます。
cp]# ls -al
-rw-r--r-- 1 root root 15416145920 Mar 28 11:12 signed-cw-na-planning-7.0.0-85-
release700-240823.ova
-rwxr-xr-x 1 root root 2324 Apr 2 14:06 cp_install.sh

ステップ 4 次のコマンドを使用して、スクリプトを実行可能にします。

chmod +x {filename}

次に例を示します。

chmod +x cp_install.sh

ステップ 5 OVAファイル名をパラメータとしてスクリプトを実行します。
cp]# ./cp_install.sh signed-cw-na-planning-7.0.0-85-release700-240823.ova
VMware ovftool 4.4.0 (build-16360108)
Opening OVA source: signed-cw-na-planning-7.0.0-85-release700-240823.ova
<Removed some output >
Completed successfully

VMの作成にかかる時間は、展開プロファイルのサイズとハードウェアのパフォーマンス特性によって異
なります。
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Dockerインストーラツールを使用した Cisco Crosswork
Planningのインストール

ここでは、Dockerインストーラツールを使用して単一の VMに Cisco Crosswork Planningをイ
ンストールする手順について説明します。この方法は、インストールにvCenterUIまたはOVF
ツールを使用する方法と比較して推奨されません。

始める前に

•環境がVMware設定（4ページ）で指定されている vCenterのすべての要件を満たしてい
ることを確認します。

• /dataディレクトリ内の編集されたテンプレートには、機密情報（VMパスワードと
vCenterパスワード）が含まれています。オペレータは、このコンテンツへのアクセスを
管理する必要があります。安全な環境でのインストールに使用されるテンプレートを保管

するか、テンプレートを編集してパスワードを削除します。

• install.log、install_tf.log、および .tfstateファイルがインストール時に作
成され、/dataディレクトリに保存されます。インストールで問題が発生した場合は、
ケースをオープンするときにこれらのファイルをシスコのカスタマーエクスペリエンス

チームに提供してください。

•インストールスクリプトは複数回実行しても安全です。エラーが発生した場合は、入力パ
ラメータを修正して再実行できます。再実行する前に、install.log、
install_tf.log、およびtfstateファイルを削除する必要があります。インストーラ
ツールを複数回実行すると、VMが削除されて再作成されることがあります。

•複数のCiscoCrossworkPlanningのインストールに同じインストーラツールを使用している
場合は、異なるローカルディレクトリからツールを実行し、展開の状態ファイルを独立さ

せることが重要です。これを行う最も簡単な方法は、各展開用のローカルディレクトリを

ホストマシン上に作成し、それぞれに応じてコンテナにマッピングすることです。

•インストーラツールを使用する場合は、Dockerバージョン 19以降が必要です。Dockerの
詳細については、https://docs.docker.com/get-docker/を参照してください

•インストールパラメータを変更したり、インストールエラー後にパラメータを修正したり
するには、インストールを管理してVMを展開しているかどうかを区別することが重要で
す。展開された VMは、次のようなインストーラの出力によってわかります。

vsphere_virtual_machine.crosswork-IPv4-vm["1"]: Creation complete after 2m50s

[id=4214a520-c53f-f29c-80b3-25916e6c297f]

既知の制限事項：

•定義された vCenterホスト VMは、データセンター内のすべてのホストで同じネットワー
ク名（vSwitch）を使用する必要があります。
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• vCenterストレージフォルダや仮想フォルダ構造の下に編成されたデータストアは、現在
サポートされていません。参照するデータストアがフォルダの下にグループ化されていな

いことを確認します。

手順

ステップ 1 Docker対応マシンで、このインストール時に使用するすべてのものを保存するディレクトリを作成しま
す。

（注）

Macを使用している場合は、ディレクトリ名が小文字であることを確認してください。

ステップ 2 インストーラバンドル（.tar.gzファイル）と OVAファイルを cisco.comから以前に作成したディレクト
リにダウンロードします。この手順では、signed-cw-na-planning-installer-7.0.0-85-release700-240823.tar.gz
および signed-cw-na-planning-7.0.0-85-release700-240823.ovaというファイル名を使用します。

注目

このトピックで言及されているファイル名はサンプル名であり、cisco.comの実際のファイル名とは異な
る場合があります。

ステップ 3 次のコマンドを使用して、インストーラバンドルを解凍します。

tar -xvf signed-cw-na-planning-installer-7.0.0-85-release700-240823.tar.gz

インストーラバンドルの内容が新しいディレクトリに解凍されます（例：

signed-cw-na-planning-installer-7.0.0-85-release700）。この新しいディレクトリには、インストーラ

イメージ（cw-na-planning-installer-7.0.0-85-release700-240823.tar.gz）とイメージの検証に必要なファイ
ルが含まれます。

ステップ 4 READMEファイルの内容を確認して、パッケージの内容、および次の手順による検証方法を理解しま
す。

ステップ 5 次のコマンドを使用して、インストーライメージの署名を確認します。

（注）

python --versionを使用して、マシンの Pythonバージョンを確認します。

Python 2.xを使用している場合は、次のコマンドを使用してファイルを検証します。
python cisco_x509_verify_release.py -e <.cer file> -i <.tar.gz file> -s
<.tar.gz.signature file> -v dgst -sha512

Python 3.xを使用している場合は、次のコマンドを使用してファイルを検証します。
python3 cisco_x509_verify_release.py3 -e <.cer file> -i <.tar.gz file> -s
<.tar.gz.signature file> -v dgst -sha512

（注）

Pythonがインストールされていない場合は、python.orgにアクセスして、ワークステーションに適した
バージョンの Pythonをダウンロードします。
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ステップ 6 次のコマンドを使用して、インストーライメージファイルを Docker環境にロードします。
docker load -i <.tar.gz file>

次に例を示します。

docker load -i cw-na-planning-installer-7.0.0-85-release700-240823.tar.gz

ステップ 7 docker image listまたは docker imagesコマンドを実行して、「イメージ ID」を取得します（次の手順
で必要になります）。

次に例を示します。

docker images

結果は、次のようになります（明確にするため、必要なセクションには下線が付いています）。

My Machine% docker images
REPOSITORY TAG IMAGE ID CREATED
SIZE
dockerhub.cisco.com/cw-installer cw-na-planning-7.0.0-85-

release700-240823 316c53341bde 7 days ago 280MB

（注）

以前のリリースのインストールからの他のイメージが存在する可能性があるため、docker imagesを実行

するときに表示される表の「CREATED」タイムスタンプに注意してください。これらを削除したい場合
は、docker image rm {image id}コマンドを使用できます。

ステップ 8 次のコマンドを使用して Dockerコンテナを起動します。
docker run --rm -it -v `pwd`:/data {image id of the installer container}

この例でロードされたイメージを実行するには、次のコマンドを使用します。

docker run --rm -it -v `pwd`:/data 316c53341bde

（注）

•完全な値を入力する必要はありません。この場合、「docker run --rm -it -v `pwd`:/data 316」で

十分です。Dockerでは、インストールに使用するイメージを一意に識別するのに十分なイメージ ID
が必要です。

•上記のコマンドでは、バックティック（ `）を使用しています。シェルの意味が大きく異なるため、
引用符やアポストロフィ（ '）は使用しないでください。バックティックを使用すると（推奨）、テ
ンプレートファイルと OVAは、コンテナ内ではなく、コマンドを実行したローカルディスク上の
ディレクトリに保存されます。

• IPv6セットアップを展開する場合、IPv6対応のコンテナ/VMでインストーラを実行する必要があり
ます。そのためには、インストーラを実行する前に、次のいずれかの方法でDockerデーモンを追加
で設定する必要があります。

• Linuxホスト（のみ）：Docker runコマンドラインに「–network host」フラグを追加し、ホスト
ネットワーキングモードで Dockerコンテナを実行します。
docker run --network host <remainder of docker run options>
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•デフォルトでは、Centos/RHELホストはインストーラコンテナによるマウントされたデータボリュー
ムの読み取りまたは書き込みを許可しない厳密な SELinuxポリシーを適用します。このようなホス
トで、次のように Zオプションを指定して Docker volumeコマンドを実行します。
docker run --rm -it -v `pwd`:/data:Z <remainder of docker options>

（注）

提供される Dockerコマンドは、現在のディレクトリを使用して、テンプレートと ovaファイルを読み取
り、インストール中に使用されるログファイルを書き込みます。次のいずれかのエラーが発生した場合

は、パスが小文字（すべて小文字、スペースまたはその他の特殊文字なし）のディレクトリにファイル

を移動する必要があります。次に、そのディレクトリに移動し、インストーラを再実行します。

エラー 1：
% docker run --rm -it -v `pwd`:/data 316
docker: invalid reference format: repository name must be lowercase.
See 'docker run --help'

エラー 2：
docker: Error response from daemon: Mounts denied: approving /Users/Desktop:
file does not exist
ERRO[0000] error waiting for container: context canceled

ステップ 9 VMwareテンプレートを含むディレクトリに移動します。
cd /opt/installer/deployments/7.0.0/vcentre

ステップ 10 /opt/installer/deployments/7.0.0/vcentre/deployment_template_tfvarsにあるテンプ
レートファイルを、別の名前を使用して /dataフォルダにコピーします。

例：cp deployment_template_tfvars /data/deployment.tfvars

この手順の残りの部分では、すべての例で deployment.tfvarsを使用します。

ステップ 11 /dataディレクトリにあるテンプレートファイルをテキストエディタで編集して、計画した展開に合わ
せます（マニフェストテンプレートの例（33ページ）を参照してください）。<samplemanifest template>
には、適切な書式設定のために参照できる例が含まれています。説明のコメントが削除されたため、例

はよりコンパクトになりました。

ステップ 12 /opt/installerディレクトリから、インストーラを実行します。

./cw-installer.sh install -m /data/<template file name> -o /data/<.ova file>

次に例を示します。

./cw-installer.sh install -m /data/deployment.tfvars -o /data/cw-na-planning-
7.0.0-85-release700-240823.ova

ステップ 13 内容を読み、エンドユーザーライセンス契約（EULA）に同意したら「yes」と入力します。同意しない
場合は、インストーラを終了して、シスコの担当者にお問い合わせください。

ステップ 14 プロンプトが表示されたら「yes」と入力して操作を確認します。

（注）

インストール中に次のような警告が表示されることは珍しくありません。

Warning: Line 119: No space left for device '8' on parent controller '3'.
Warning: Line 114: Unable to parse 'enableMPTSupport' for attribute 'key' on element 'Config'.
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インストールプロセスの完了に成功した場合（以下の出力例を参照）、これらの警告は無視できます。

サンプル出力：

cw_vms = <sensitive>
INFO: Copying day 0 state inventory to CW
INFO: Waiting for deployment status server to startup on 10.90.147.66.
Elapsed time 0s, retrying in 30s
Crosswork deployment status available at http://{VIP}:30602/d/NK1bwVxGk/crosswork-
deployment-readiness?orgId=1&refresh=10s&theme=dark
Once deployment is complete login to Crosswork via: https://{VIP}:30603/#/logincontroller
INFO: Cw Installer operation complete.

（注）

他の理由（たとえば、IPアドレスの入力ミス）でインストーラが失敗した場合は、エラーを修正してイ
ンストールスクリプトを再実行します。

インストールが失敗した場合、シスコでケースをオープンし、/dataディレクトリ（およびインストーラ
のDockerコンテナを起動したローカルディレクトリ）で作成された .logファイルをシスコに提出して確
認してもらいます。インストールが失敗する最も一般的な 2つの理由は、（a）パスワードが十分に複雑
でないこと、および（b）テンプレートファイル内のエラーです。テンプレートのエラー（たとえば、IP
アドレスの入力ミス）でインストーラが失敗した場合は、エラーを修正してインストールスクリプトを

再実行します。

マニフェストテンプレートの例

ここでは、単一の VMに Cisco Crosswork Planningを展開するためのマニフェストテンプレー
トの例を示します。

vm_sizesパラメータが展開プロファイルに従って設定されていることを確認します。Cisco
Crosswork Planningでは、次の 2つのプロファイルがサポートされています。
vm_sizes = {
"Small" = {
vcpus = 16,
cpu_reservation = 24000,
memory = 128000

},
"Large" = {
vcpus = 24,
cpu_reservation = 32000,
memory = 256000

}
}

（注）

Cw_VM_Image = "cw-na-planning-7.0.0-85-release700-240823" # Line added automatically
by installer.
ClusterIPStack = "IPv4"
ManagementVIP = "172.20.118.86"
ManagementIPNetmask = "255.255.255.0"
ManagementIPGateway = "172.20.118.1"
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DataVIP = "172.20.118.87"
DataIPNetmask = "255.255.255.0"
DataIPGateway = "172.20.118.1"
DNS = "172.24.97.250"
DomainName = "cisco.com"
CWPassword = "*****!"
VMSize = "Small"
NTP = "ntp.esl.cisco.com"
Timezone = "Asia/Calcutta"
DefaultApplicationResourceProfile = "small"
EnableSkipAutoInstallFeature = "True"
# VM size definitions
vm_sizes = {

"Small" = {
vcpus = 16,
cpu_reservation = 32000,
memory = 128000

}
}
EnforcePodReservations = "False"
ThinProvisioned = "true"
ManagerDataFsSize = "2000"
BackupMinPercent = "5"
SchemaVersion = "7.0.0"

CwVMs = {
"0" = {

VMName = "vm1",
ManagementIPAddress = "172.20.118.88",
DataIPAddress = "172.20.118.89",
NodeType = "Hybrid"

}
}

VCentreDC = {
VCentreAddress = "172.20.118.84",
VCentreUser = "<your-username>",
VCentrePassword = "******",
DCname = "cp",
MgmtNetworkName = "VM Network",
DataNetworkName = "cwdata-group",
VMs = [

{
HostedCwVMs = ["0"],
Host = "172.20.118.81",
Datastore = "datastore1 (2)",
HSDatastore = "datastore1 (2)"

}
]

}
SchemaVersion = "7.0.0"

コレクタ設定の移行
Cisco Crosswork Planningでは、Cisco WAE 7.5.x/7.6.xから、および Cisco Crosswork Planningイ
ンスタンスから別のインスタンスにコレクタ設定を移行できます。
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ファイルのアップロードオプションがあるコレクタを使用する場合は、コレクタ設定をイン

ポートした後に正しいファイルをアップロードしてください。設定をインポートすると、サー

バーでは実際のファイルではなくファイル名のみ復元されるため、この操作が必要です。正し

いファイルが使用されていない場合、収集は失敗します。

（注）

Cisco WAEからのコレクタ設定の移行
コレクタ設定を Cisco WAE 7.5.x/7.6.xから Cisco Crosswork Planningに移行するには、次の手順
に従います。

始める前に

• Cisco Download Softwareサイトから、アップグレードスクリプトをダウンロードします。

手順

ステップ 1 設定をバックアップしていない場合は、次の手順を使用してバックアップし、Cisco Crosswork Planningと
互換性のある設定に移行します。

a) Cisco WAE 7.xがインストールさているマシンにログインします。
b) 次のコマンドを入力します。

# ./wae_upgrade --export --install-dir <WAE_7.x_INSTALL_DIR> --cfg-dir
<dir_to_save_exported_config>

Where:
--install-dir indicates the directory where 7.x WAE is installed
--cfg-dir indicates the folder where the backup of 7.x configuration

must reside

ステップ 2 バックアップされた設定がすでにある場合は、次の手順を使用して、Cisco Crosswork Planningと互換性の
ある形式にファイルを変換します。

a) Cisco WAE 7.xの設定がバックアップされているマシンにログインします。
b) 次のコマンドを入力します。

# ./wae_upgrade --migrate --cfg-dir <dir_containing_7.x_config>

Where:
--cfg-dir indicates the folder where the 7.x configuation is backed up.

This configuration will be migrated to Cisco Crosswork Planning
compatible configuration.

ステップ 3 次の手順を使用して、Cisco Crosswork Planningの互換構成ファイルを Cisco Crosswork Planningにインポー
トします。

（注）
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移行する前に、アップグレードスクリプトを使用して設定がバックアップされていることを確認します。

バックアップされていないと、移行は失敗します。

a) Cisco Crosswork Planning UIにログインします。
b) メインメニューから、[コレクタ（Collector）] > [移行（Migration）]の順に選択します。

c) [アクション（Actions）]をクリックし、[設定の移行（Configuration Migration）]を選択します。

[設定ファイルのインポート（Import configuration file）]ウィンドウが表示されます。

図 5 : [構成ファイルのインポート（Import Configuration File）]ウィンドウ

d) [インポートタイプ（Import Type）]ドロップダウンから、[WAN自動化エンジン（WAN Automation
Engine）]を選択します。

e) [参照（Browse）]をクリックし、CiscoCrossworkPlanningと互換性のあるCiscoWAEコレクタ構成ファ
イルを選択します。

f) （オプション）既存のコレクタ設定を上書きする場合は、[既存のデータを上書きする（Overwrite the
existing data）]チェックボックスをオンにします。

g) [インポート（Import）]をクリックして、コレクタ構成ファイルをインポートします。

[移行（Migration）]ページ（[コレクタ（Collector）] > [移行（Migration）]）でインポートの
ステータスをモニターできます。インポートが成功すると、[インポートステータス（Import
Status）]列にタスクのステータスが [成功（Success）]と表示されます。

Cisco WAEから Cisco Crosswork Planningに移行すると、Telnetと SSHの設定は保持されませ
ん。必要に応じて、各設定を手動で確認および更新する必要があります。

（注）
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Cisco Crosswork Planningインスタンス間でのコレクタ設定の移行

構成で SR-PCEコレクタを使用している場合は、移行後に [SR-PCEホスト（SR-PCE host）]
フィールドと [SR-PCEホストのバックアップ（BackupSR-PCEhost）]フィールドを手動で更新
してください。これらのフィールドは、Cisco Crosswork Planningインスタンス間でコレクタ設
定を移行するときに更新されないため、この操作が必要です。

（注）

次の手順に従って、1つの Cisco Crosswork Planningインスタンス（ソース）から別のインスタ
ンス（ターゲット）にコレクタ設定を移行します。

手順

ステップ 1 設定を移行するソースマシンからコレクタ構成ファイルをダウンロードします。

a) 設定の移行元の Cisco Crosswork Planningインスタンスにログインします。
b) メインメニューから、[コレクタ（Collector）] > [移行（Migration）]の順に選択します。

c) [アクション（Actions）]をクリックし、[設定のバックアップ（ConfigurationBackup）]を選択します。

コレクタ設定ファイルがローカルマシンにダウンロードされます。

ステップ 2 コレクタ構成ファイルを、移行先のターゲットマシンにインポートします。

a) 設定を移行する Cisco Crosswork Planningインスタンスにログインします。
b) メインメニューから、[コレクタ（Collector）] > [移行（Migration）]の順に選択します。

c) [アクション（Actions）]をクリックし、[設定の移行（Configuration Migration）]を選択します。

[構成ファイルのインポート（Import Configuration File）]ウィンドウが表示されます。

Cisco Crosswork Planning 7.0インストールガイド
37

Cisco Crosswork Planningのインストール

Cisco Crosswork Planningインスタンス間でのコレクタ設定の移行



図 6 : [構成ファイルのインポート（Import Configuration File）]ウィンドウ

d) [インポートタイプ（Import Type）]ドロップダウンから、[Crosswork Planning]を選択します。
e) [参照（Browse）]を選択して、手順 1（c）でダウンロードしたコレクタ設定ファイルを選択します。
f) （オプション）既存のコレクタ設定を上書きする場合は、[既存のデータを上書きする（Overwrite the

existing data）]チェックボックスをオンにします。
g) [インポート（Import）]をクリックして、コレクタ構成ファイルをインポートします。

[移行（Migration）]ページ（[コレクタ（Collector）] > [移行（Migration）]）でインポートの
ステータスをモニターできます。インポートが成功すると、[インポートステータス（Import
Status）]列にタスクのステータスが [成功（Success）]と表示されます。
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トラフィック収集の場合、トラフィック収集が正常に実行されていても、移行後にトラフィッ

クポーラーエージェントのステータスが [エージェント（Agent）]ページにダウンと表示され
る場合は、[収集（Collections）]（[コレクタ（Collector）] > [収集（Collections）]）ページで次
の手順を実行します。

1. エージェントに対応する収集の [収集の編集（Edit Collection）]を選択します。

2. [トラフィック収集の設定（TrafficCollectionConfiguration）]ページで、[トラフィック収集
（Traffic Collection）]チェックボックスをオフにして、設定を保存します。

3. [トラフィック収集（Traffic Collection）]チェックボックスを再度有効にして、設定を再度
保存します。

（注）
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第 4 章

次のステップ

次のトピックでは、Cisco Crosswork Planningで開始するために実行する次の手順について説明
します。操作を実行するには、Cisco Crosswork Planning UIにアクセスします。詳細について
は、Cisco Crosswork Planning Design 7.0ユーザーガイドおよびCisco Crosswork Planning 7.0収集

の設定と管理を参照してください。

• Cisco Crosswork Planning UIへのログイン（41ページ）
•スマートライセンスのインストール（42ページ）
•ネットワークモデルの作成（42ページ）

Cisco Crosswork Planning UIへのログイン
Cisco Crosswork Planningをインストールすると、次の手順を使用して Cisco Crosswork Planning
UIにアクセスできます。

Cisco Crosswork Planningはブラウザベースのアプリケーションです。サポートされているブラ
ウザのバージョンについては、サポートされるWebブラウザ（8ページ）を参照してくださ
い。

手順

ステップ 1 Webブラウザを開き、次を入力します。
https://<Crosswork Management Network Virtual IP (IPv4)>:30603/

ブラウザから Cisco Crosswork Planningに初めてアクセスした場合、一部のブラウザではサイトが信頼でき
ないという警告が表示されます。この場合は、指示に従ってセキュリティ例外を追加し、サーバーから自

己署名証明書をダウンロードします。これを実行すると、ブラウザはその後のすべてのログインで信頼で

きるサイトとして Cisco Crosswork Planningサーバーを受け入れます。

ステップ 2 Cisco Crosswork Planningのブラウザベースのユーザーインターフェイスにログインウィンドウが表示され
ます。ユーザー名とパスワードを入力します。デフォルトの管理者ユーザー名とパスワードは adminで
す。このアカウントは、インストール時に自動的に作成されます。このアカウントの初期パスワードは、

インストールの検証時に変更する必要があります。シスコでは、デフォルトの管理者クレデンシャルを安
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全に保管し、通常のログインには使用しないことを強くお勧めしています。代わりに、適切な権限を持つ

新しいユーザーロールを作成し、それらのロールに新しいユーザーを割り当てます。作成するユーザーの

1人以上に「管理者」ロールを割り当てる必要があります。

ステップ 3 [ログイン（Login）]をクリックします。

スマートライセンスのインストール
Cisco Crosswork Planningのすべての機能を使用するには、ライセンスが必要です。ライセンス
の取得について質問がある場合は、シスコのサポート担当者またはシステム管理者にお問い合

わせください。

CiscoCrossworkPlanningは、ノードロックライセンスファイルをインストールする代わりに、
シンプルな登録とライセンス消費レポートプロセスでCiscoCrossworkPlanningソフトウェアラ
イセンスとエンドポイントライセンスの消費を簡単かつ効率的にモニターできるスマートライ

センスをサポートしています。購入した全ライセンスの詳細は、Cisco Smart Software Manager
（CSSM）と呼ばれる集中型データベースに保持されます。詳細については、Cisco.comでCisco
Smart Licensing Overviewを参照してください。

スマートライセンスをインストールするには、Cisco Crosswork Planning 7.0収集の設定と管理
の「Manage Licenses」の章にある「Workflow: Smart Licensing Configuration」項に記載されて
いる手順に従います。

ネットワークモデルの作成
CiscoCrossworkPlanningUIは、ネットワークのモデル構築チェーンを作成する複雑さを隠す、
使いやすいインターフェイスを提供します。1つのネットワーク（収集）にある複数のデータ
収集の設定をまとめ、統合されたデータを含む単一のプランファイルを生成できます。

CiscoCrossworkPlanningUIは、デバイスとネットワークのアクセス設定、ネットワークモデル
の作成、ユーザー管理、エージェント設定などに使用します。

以下は、ネットワークモデルを構築するために必要なタスクについての概要です。詳細につい

ては、Cisco Crosswork Planning 7.0収集の設定と管理を参照してください。

1. デバイス認証グループ、SNMPグループ、およびネットワークプロファイルアクセスを
設定します。

2. （オプション）エージェントを設定します。このステップは、SR-PCEまたは NetFlow情
報を収集する場合にのみ必要です。

3. 収集（基本および詳細な収集）を設定します。

4. 収集をいつ実行するかをスケジュールします。

5. （オプション）要件に応じてネットワークモデルの集約とアーカイブを管理します。
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6. Cisco Crosswork Planning Designアプリケーションでプランファイルを表示またはダウン
ロードします。
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図 7 :ネットワークモデル作成ワークフロー
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第 5 章

Cisco Crosswork Planningのアンインストー
ル

ここでは、次の内容について説明します。

• vSphere UIを使用した VMの削除（45ページ）
• Cisco Crosswork Planningアプリケーションのアンインストール（46ページ）

vSphere UIを使用した VMの削除
vCenterから Cisco Crosswork Planning VMを削除するには、次の手順を実行します。

この手順では、すべてのアプリケーションデータが削除されることに注意してください。（注）

手順

ステップ 1 VMware vSphere Webクライアントにログインします。

ステップ 2 [ナビゲータ（Navigator）]ペインで、削除するアプリケーション VMを右クリックし、[電源（Power）] >
[電源オフ（Power Off）]を選択します。

ステップ 3 VMの電源がオフになったら、もう一度 VMを右クリックし、[ディスクから削除（Delete from Disk）]を
選択します。

VMが削除されます。
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Cisco Crosswork Planningアプリケーションのアンインス
トール

この手順では、UIから Cisco Crosswork Planningアプリケーションをアンインストールする方
法について説明します。[アンインストール（Uninstall）]オプションを選択すると、アプリケー
ション、アプリケーション固有のメニュー、および関連付けられたデータが削除されます。

Crosswork Platform InfrastructureおよびCrosswork Planning Infraアンインストールすると、
製品の機能が中断されるため、アンインストールしないでください。Designアプリケーション
と Collectorアプリケーションのみをアンインストールできます。

注意

手順

ステップ 1 メインメニューから、[管理（Administration）] > [Crosswork Manager]の順に選択し、[アプリケーション
管理（Application Management）]タブを選択します。

Crosswork Platform Infrastructureおよびインストール中に追加された Cisco Crosswork Planningアプリケー
ションは、ここにタイルとして表示されます。

ステップ 2 アンインストールするアプリケーションタイルで をクリックし、[アンインストール（Uninstall）]オプ
ションを選択します。

図 8 :アプリケーションのアンインストール

ステップ 3 プロンプトが表示されたら、[アンインストール（Uninstall）]をクリックして確認します。

選択したアプリケーションがアンインストールされ、同じ内容を反映するようにアプリケーションタイル

が変更されます。
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また、[ジョブ履歴（JobHistory）]ウィンドウ（[アプリケーション管理（ApplicationManagement）] > [ジョ
ブ履歴（Job History）]）でアンインストールの進行状況を確認できます。アンインストールに失敗した場
合は、[Job History]ウィンドウの関連オプションを使用して再試行できます。

（注）

アンインストール操作では、アプリケーションファイル（CAPP）はリポジトリから削除されません。ユー
ザーが将来アプリケーションをインストールする場合に備えて、CAPPファイルは Crosswork UIに表示さ
れたままになります。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


